
平成20年度

建築学科 ドイツ語

学年 第4学年 担当教員名 南須原政幸

単位数・期間 2単位 通年 週当りの開講回数 2回 必修 履修単位

授業の目標と概要

ドイツ語文法の基礎項目の習得。

釧路高専目標 F:100% JABEE目標 f

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

授業に積極的に参加すること。

到達目標

やさしい会話やテクスト読解につながるドイツ語学習能力の基礎を身につけ、比較文化に資することができ��
る。

成績評価方法

定期試験（１００％）の平均が６０点を超えていること。６０点未満の者には、再試験を行い、６０点以上��
を合格とする。

テキスト・参考書

テキスト：　在間進、ドイツ語チャレンジブック（三修社）��
参考書：　信岡資生、マン・ツーマン　ドイツ語ゼミナール（三修社）　　　　　��
　　　　　矢羽々崇、らくらくドイツ語１６ユニット（郁文堂）

メッセージ

ドイツ語はスタートラインは皆さん同じです。まずは、良く聴き、しっかり声を出すことが肝心です。気楽��
に練習して行きましょう。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

１　人称変化（９回）��
２　格変化（５回）

動詞の人称を変化させることができる。��
格を判別できる。

前期中間試験 実施する

３　前置詞（８回）��
４　冠詞類〔４回〕��
５　分離動詞（３回）

「・・・から、・・・へ」などの関係を表す表現が理解できる。��
定冠詞類、不定冠詞類を格変化させることができる。��
分離動詞の人称変化、適切な配語ができる。

前期期末試験 実施する

６　話法の助動詞（７回）��
７　再帰代名詞（４回）��
８　命令形（３回）

話法の助動詞を正しく人称変化させ、配語することができる。��
自分のこと（自分の手を洗うなど）を表す作文ができる。��
親しい相手、敬称で呼ぶ相手用の命令形を作ることができる。

後期中間試験 実施する

９　過去形（６回）��
１０　過去分詞の作り方（３回）��
��
１１　完了形（６回）

過去形の作り方を学び、人称変化させることができる。��
過去分詞の規則的な作り方と重要な不規則動詞の過去分詞を記憶できる。��
過去分詞とhaben/seinの組み合わせで完了文を作ることができる。

後期期末試験 実施する
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